
2023.7.7 第16回都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会

第四期がん対策推進基本計画における
小児・AYAがん対策について

~ 小児がん医療提供体制との連携を中心に ~

国立成育医療研究センター 小児がんセンター

松本公一（まつもときみかず）



小児がん対策の歴史

第２期がん対策推進基本計画 第３期がん対策推進基本計画

第４期がん対策
推進基本計画

2012

2013 2014

2018 2023

小児がん拠点病院
15施設 選定

小児がん中央機関
選定

2019

小児がん拠点病院
15施設 改選

2023

小児がん拠点病院
15施設 改選

小児がん連携病院
指定

小児がん連携病院
指定
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働く世代や小児へのがん対策の充実 小児がん、AYA世代のがん及び高齢者のがん対策
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小児がん、AYA世代のがん及び高齢者のがん対策

小児がん拠点病院と他の医療機関との
ネットワークの整備が必要

小児がん拠点病院以外の地域の連携病院での診療体制の検討

ライフステージに応じたがん対策

小児・AYA世代において、多様なニーズが存在し、
成人のがんとは異なる対策が必要とされている

小児・AYA世代のがん経験者の長期フォローアップ体制の整備

第三期がん対策基本計画の骨子（小児がん抜粋）
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国は、拠点病院等、小児がん拠点病院等、がんゲノム医療中核拠点病院等が
相互に連携可能となるよう検討する。

国は、適切ながん・生殖医療の提供を推進するためがん医療と生殖医療の連携の下、がん治療
が妊孕性に与える影響に関する説明と、妊孕性温存療法及びがん治療後の生殖補助医療に関す
る情報提供や意思決定の支援が、個々の患者の状態に応じて適切に行われるよう、人材育成等
の体制整備を推進するとともに、研究促進事業を通じたエビデンス創出に引き続き取り組む。

第四期がん対策基本計画の骨子（小児がん抜粋）

2. 患者本位で持続可能ながん医療の提供

1 医療提供体制の均てん化・集約化について

8 妊孕性温存療法について
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小児がん、AYA世代のがん及び高齢者のがん対策

国は、小児がん拠点病院等と、拠点病院等や地域の医療機関等との連携を含め、地域の実情に応じた
小児・AYA世代のがん医療提供体制の整備を推進する。

国は、長期フォローアップの更なる推進のため、小児がん経験者の晩期合併症について実態把握を

行うとともに、小児がん拠点病院等と、拠点病院等、地域の医療機関、かかりつけ医等の連携を含
め、地域の実情に応じた小児・AYA世代のがん患者の長期フォローアップの在り方を検討する。

第四期がん対策基本計画の骨子（小児がん抜粋）

2. 患者本位で持続可能ながん医療の提供

国は、小児がん領域における薬剤アクセスの改善に向けて、治験の実施(国際共同治験への参加を含
む。)を促進する方策を検討するとともに、小児がん中央機関、小児がん拠点病院等、関係学会及び
企業等と連携した研究開発を推進する。
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国は、教育支援の充実に向けて、医療従事者と教育関係者との連携に努めるとともに、療養中に教育を必要
とする患者が適切な教育を受けることのできる環境の整備、就学・復学支援等の体制整備を行う。
また、ICTを活用した遠隔教育について、課題等を明らかにするため、実態把握を行う。

国は、長期フォローアップや移行期支援など、成人診療科と連携した切れ目ない支援体制が、地域の実情に
応じて構築できるよう、患者の健康管理の方法、地域における療養の在り方、再発・二次がん・併存疾患の
フォローアップ体制等の医療・支援の在り方について検討する。

国は、小児・AYA世代のがん経験者の就労における課題の克服に向けて、ハローワークや地域若者サポート
ステーション等を含む就労支援に関係する機関や患者団体と連携した取組を、引き続き推進する。

第四期がん対策基本計画の骨子（小児がん抜粋）

ライフステージに応じた療養環境への支援

国は、小児・AYA世代のがん患者の療養環境の課題等について実態把握を行い、
診断時からの緩和ケア提供体制や在宅療養環境等の体制整備について、関係省庁と連携して検討する。
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小児がん拠点病院・連携病院の現在



類型１ 類型２ 類型３

地域の小児がん診療
を行う連携病院

特定のがん種、放射線治療
を行う連携病院

長期フォローアップ
を行う連携病院

連携病院のミニマムリクワイアメントはあるが
指定要件は各ブロックによってバラバラである

105 施設 13 施設 41 施設

小児がん連携病院

地域の「質の高い医療及び支援を提供するための一定程度の医療資源の集約化」を図るため
に、それぞれの類型ごとに、小児がん連携病院を指定することができる。

（2018.7.31 健発0731第２号 厚生労働省健康局長通知より）

問題点

小児がん拠点病院

小児がん連携病院は 143施設

2022.9現在

拠点病院が連携病院を指定

15施設



2021年診療施設別の小児がん患者数（初発）

拠点病院 連携病院
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連携病院の中で、患者数の比較的多い施設
（あるいは療養環境が充実した施設）での
療養環境をより充実させることにより、日
本における小児がん診療全体の質向上と底
上げを目指す

小児がん拠点病院で診療される小児がん患
者は、日本全体のおよそ40％にとどまって

おり、小児がん拠点病院のみに小児がん患
者を集約化することは困難である

小児がん集約化の課題

28%

35%



連携病院を1-A, 1-Bに層別化することで、連
携病院の1/3の施設数で連携病院で診察され
る小児がん患者の60%を診療することが可能
となる。すなわち、拠点病院と連携病院1-A
施設で、日本全体のおよそ70%をカバーする

ことができる。

小児がん連携病院の層別化

連携100：年間新規症例を20例以上診療している小児がん連携病院

（数字は5年間の新規発症小児がん患者数）
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類型１は地域において小児がん拠点病院と同等の医療を提供する病院

健発0801第17号令和4年8月1日 小児がん拠点病院等の整備について
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2020 連携病院QI 結果 (2021収集分) より
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療養支援担当者（CLS, HPS, 子ども療養支援士）の配置

2020 連携病院QI 結果 (2021収集分) より
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何をどう連携すれば良いのか
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小児がん拠点病院・連携病院の指定要件における「連携」



小児がん連携病院での
長期フォローアップ体制整備が必要

長期フォローアップ外来の整備状況



がんゲノム医療拠点病院（全国32カ所）

がんゲノム医療連携病院（全国202カ所）

がんゲノム医療中核拠点病院（全国13カ所）

•遺伝カウンセリング

•検査説明

•検体採取と送付

•検査説明

•治療の提示

•ゲノム解析（外注含む）

•結果の解釈

•レポート作成

エキスパートパネル 検体提出可能施設

小児がん連携病院とゲノム医療の課題

連携1-Bの小児病院は、がんゲノム医療連携病院の要件を
満たさないため、検体提出することができない

四国こどもとおとなの医療センター
北海道立子ども総合医療・療育センター
宮城県立こども病院
群馬県立小児医療センター

情報公開資料からの
シュミレーション
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小児がん連携病院の層別化の課題：地域差が大きい

類型1-A

類型1-B

類型1-B(S)

十分な小児がん医療が提供できているかについては、検証が必要
がん診療連携拠点病院の都道府県協議会への参画をどうするか

1-Bしか存在しない県において
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まとめ

・今年度から新しく小児がん拠点病院、連携病院が指定され、第四期がん
対策基本計画に則った小児がん対策が展開される。

・新しい連携病院の区分として、小児がん診療数によって類型１（地域の
小児がん診療）が層別化され、類型1-Aではがん診療連携拠点病院の都道府
県協議会に積極的に参画することが求められている。

・連携病院類型１の層別化に関しては、地域差などの課題があり、ゲノム
医療提供を含めて、より実情に即した要件追加の検討が必要となる。


